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関

西

電

力

は
、
東
京
文
化

財
研
究
所
や
京

都
大
学
な
ど
と

連
携
し
て
、
木
材
を
断
熱
材

で
覆
い
、
温
風
だ
け
で
文
化

財
の
害
虫
を
駆
除
す
る
新
技

術
の
全
国
展
開
を
始
め
た
。

温
度
や
湿
度
を
細
か
く
調
整

し
て
木
材
の
含
水
率
を
維
持

し
、
貴
重
な
文
化
財
の
変
形

や
変
色
を
防
ぎ
な
が
ら
害
虫

だ
け
を
死
滅
さ
せ
る
事
が
で

き
る
と
の
こ
と
だ
。
木
造
文

化
財
の
害
虫
駆
除
に
は
従
来

薬
剤
に
よ
る
処
理
が
一
般
的

で
あ
っ
た
が
、
環
境
汚
染
や

人
体
へ
の
悪
影
響
が
問
題
で

あ
っ
た
。
こ
の
新
技
術
が
普

及
す
れ
ば
、
安
全
か
つ
ク
リ

ー
ン
な
方
法
で
文
化
財
保
護

が
可
能
と
な
る
。
画
期
的
で

あ
り
、
こ
う
い
っ
た
技
術
開

発
は
推
進
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
が
、
一
方
で
関
電
は
未
だ

に
原
発
依
存
か
ら
抜
け
出
せ

ず
に
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
の
福
島

原
発
事
故
で
も
わ
か
る
通

り
、
原
発
の
安
全
神
話
は
破

綻
し
て
い
る
。
核
の
ゴ
ミ
処

理
問
題
も
、
解
決
で
き
な
い

状
態
で
何
故
原
発
を
推
進
で

き
る
の
か
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

技
術
革
新
に
全
力
を
注
ぎ
安

全
な
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
。 

（
Ｎ
）

講演する加藤氏

国会提出
はじまっています
「診療報酬の引き上げと
患者負担軽減求める」会
員署名
ご協力ください（FAX可）

10・26　歯科決起集会・国会議員要請

歯冠修復・欠損補綴など基礎的
技術の抜本的引き上げ求める　

の
教
育
課
題
は
「
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
」
。
そ
の
た
め
の

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
・

持
続
可
能

性
」
で
す
。
関
西
万
博
計
画

は
、
シ
ン
プ
ル
・
簡
素
・
省

資
源
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
？
本
稿
で
は
、
財
政
面

か
ら
見
て
い
き
ま
す
。

闇
の
税
執
行

　

万
博
工
事
で
想
定
外
に
て

こ
ず
っ
て
い
る
の
が
「
軟
弱

土
壌
問
題
」
で
す
。
国
・
大

阪
府
市
・
財
界
で
３
等
分
負

担
と
決
め
た
会
場
建
設
費
。

２
０
１
８
年
当
初
は
１
２
５

０
億
円
で
し
た
が
、
２
０
２

０
年
に
「
リ
ン
グ
状
の
遊
歩

道
建
設
」
を
理
由
に
６
０
０

億
円
上
振
れ
し
１
８
５
０
億

円
に
。
杭
な
ど
詳
細
な
設
計

図
の
情
報
開
示
に
は
応
じ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
今
回
、

資
材
高
騰
・
人
手
不
足
な
ど

を
口
実
に
２
３
５
０
億
円
の

上
振
れ
を
公
表
し
ま
し
た
。

内
訳
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
万

博
工
事
の
上
振
れ
が
許
せ
な

い
の
は
「
闇
」
の
ま
ま
、
税

執
行
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。ゼ

ネ
コ
ン
の

実
験
の
場

　

こ
れ
ま
で
「
夢
洲
」

に

は
、
万
博
会
場
の
２
区
と
Ｉ

Ｒ
地
域
の
３
区
に
、
水
抜
き

・
地
盤
固
め
の
た
め
の
「
プ

　

「
国
際
博
覧
会
条
約
」
で

は
、
万
博
を
「
公
衆
の
教
育

を
主
た
る
目
的
と
す
る
催

し
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

気
候
危
機
時
代
の
今
、
公
衆

ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ボ
ー
ド
・
ド

レ
ン
（
ス
ト
ロ
ー
の
大
型
で

水
抜
き
・
地
固
め
を
す
る
１

本
３
万
円
）
」
が
必
要
と
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
で
も

75
万
本
・
１
８
８
億
円
。
別

途
、
会
場
の
一
部
を
早
急
に

地
盤
固
め
す
る
た
め
の
対
策

に
54
億
円
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
外
国
パ
ビ
リ
オ
ン
の
入

る
「
木
製
リ
ン
グ
」
の
地
下

部
分
に
は
、「
浮
き
基
礎
工

法
」
で
施
工
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
に
も
多
額
の
工
事

費
が
。
日
本
の
ゼ
ネ
コ
ン
の

実
験
の
場
で
す
。
そ
れ
も
大

阪
市
負
担
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。イ

ン
フ
ラ
に
大
阪

市
が
７
割
負
担

　

会
場
建
設
費
だ
け
で
は
な

く
こ
っ
そ
り
執
行
さ
れ
て
い

る
の
が
、
万
博
会
場
内
イ
ン

フ
ラ
整
備
費
１
１
２
９
億
円

で
す
。
こ
の
費
用
負
担
は
、

国
負
担
１
５
０
億
円
、
大
阪

府
10
億
円
、
大
阪
市
71
％
の

８
０
９
億
円
、
地
下
鉄
会
社

１
６
０
億
円
で
す
。「
国
主

催
の
万
博
に
な
ぜ
大
阪
市
が

７
割
も
負
担
す
る
の
か
！
」

と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
協
会
職

員
は
「
イ
ン
フ
ラ
は
大
阪
市

の
も
の
で
す
か
ら
」
と
言
い

ま
し
た
。

誰
も
住
ん
で

い
な
い
の
に

　

誰
も
住
ん
で
い
な
い
の

に
、
夢
洲
の
道
路
や
地
下

鉄
、
駅
前
施
設
、
上
下
水

道
、
電
気
設
備
な
ど
大
阪
市

民
に
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

夢
洲
に
は
、
１
本
の
ト
ン

ネ
ル
と
１
本
の
橋
、
こ
こ
は

歯
ぎ
し
り　

複
数
の
タ
イ
プ

最
新
の
到
達
学
ぶ

市民講座
　

睡
眠
中
で
も
脳
が
活
性
化
し
、
神
経
回
路
が
活
動
す
る

こ
と
で
歯
ぎ
し
り
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
睡
眠

中
、
歯
ぎ
し
り
が
生
じ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
最
新
の

到
達
を
学
ぼ
う
と
、「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
大
阪

連
絡
会
は
10
月
22
日
、
市
民
講
座
「
悪
い
こ
と
ば
か
り
で

は
な
い
!?
歯
ぎ
し
り
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
。
歯
ぎ
し
り
の
不
思

議
」
を
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
ウ
ェ
ブ
視
聴
も
含
め
２

０
６
人
が
参
加
し
た
。

　

講
師
の
加
藤
隆
史
氏
（
大

阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科

教
授
・
写
真
）
は
、
歯
ぎ
し

り
に
つ
い
て
、「
睡
眠
中
、

脳
は
寝
て
い
な
い
。
歯
ぎ
し

り
の
原
因
は
噛
み
合
わ
せ
で

は
な
い
。
ま
た
、
途
中
で
目

覚
め
る
無
呼
吸
症
候
群
と
異

な
り
眠
り
が
障
害
さ
れ
に
く

い
」
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解

説
。
さ
ら
に
、「
原
因
は
一

つ
で
は
な
く
多
要
因
、
歯
ぎ

し
り
に
は
い
く
つ
か
の
タ
イ

プ
が
あ
る
」
と
し
、
歯
ぎ
し

り
を
し
て
い
て
も
身
体
的
・

精
神
的
な
健
康
に
問
題
が
な

い
場
合
も
あ
れ
ば
、
歯
ぎ
し

り
の
存
在
が
何
ら
か
の
病
態

と
関
連
が
あ
る
可
能
性
な

ど
、
複
数
の
タ
イ
プ
が
あ
る

こ
と
を
説
明
し
た
。
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
歯
ぎ
し
り
の
70
％
が
仰

向
け
で
発
生
す
る
こ
と
を
話

し
、
睡
眠
時
の
姿
勢
を
試
み

る
こ
と
、
ま
た
ス
ト
レ
ス
管

理
・
快
眠
に
資
す
る
こ
と
、

喫
煙
・
飲
酒
・
嗜
好
品
な
ど

リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
を
避
け

る
こ
と
な
ど
普
通
の
健
康
管

理
と
同
様
だ
が
、
効
果
を
も

た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と

な
ど
も
紹
介
し
た
。

　

10
月
26
日
、
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
を
求
め
る
歯
科
決

起
集
会
が
衆
議
院
議
員
会
館

で
開
か
れ
、
協
会
か
ら
小
澤

力
理
事
長
、
戸
井
逸
美
副
理

事
長
、
江
原
豊
・
中
西
幹
夫

各
理
事
、
南
端
理
伸
評
議

員
、
技
工
士
連
絡
会
か
ら
西

川
勝
美
氏
他
が
参
加
し
た
。

　

集
会
で
は
、
仙
台
歯
科
技

工
士
専
門
学
校
の
伊
藤
多
佳

男
校
長
が
発
言
。
歯
科
技
工

士
の
労
働
実
態
は
非
常
に
厳

し
く
、
長
時
間
労
働
で
も
手

取
り
３
０
０
万
円
を
切
っ
て

い
る
。
時
給
に
換
算
す
る
と

数
百
円
に
し
か
な
ら
な
い
過

酷
な
状
況
を
紹
介
、
労
働
環

境
の
改
善
を
訴
え
た
。

　

集
会
は
現
地
に
２
０
０

人
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
１
５
０
人
、
計

３
５
０
人
の
医
療
機
関
関
係

者
・
市
民
の
ほ
か
、
国
会
議

員
16
人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
に
先
立
っ
て
厚
労
省

要
請
と
国
会
議
員
要
請
に
取

り
組
み
、
厚
労
省
に
は
診
療

報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
と
歯

科
技
工
士
の
待
遇
改
善
を
訴

え
た
。
今
回
、
歯
科
技
工
士

の
有
資
格
者
が
初
め
て
技
官

に
加
わ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
７
対
３
に
準
じ
た
委
託

技
工
を
実
現
す
る
た
め
に
、

歯
冠
修
復
、
欠
損
補
綴
を
中

心
と
し
た
基
礎
的
技
術
に
関

を
求
め
る
」
署
名

の
紹
介
議
員
を
引

き
受
け
て
も
ら
っ

た
。
そ
の
ほ
か
与

野
党
の
議
員
は
秘

書
が
応
じ
、
江
原

氏
が
「
歯
科
医
療

費
は
、
最
低
で
も

４
兆
円
必
要
だ
」

と
要
望
し
た
。

し
て
の
抜
本
的
な
引
き
上
げ

を
求
め
た
。

　

国
会
議
員
へ
の
要
請
で

は
、
森
山
浩
行
衆
院
議
員

（
立
憲
）
と
宮
本
岳
志
衆
院

議
員
（
共
産
）
、
大
椿
裕
子

参
院
議
員
（
社
民
・
厚
労
委

員
）
、
山
下
芳
生
参
院
議
員

（
共
産
）
の
秘
書
が
面
談
に

応
じ
、「
診
療
報
酬
の
大
幅

な
引
き
上
げ
を
求
め
る
」
・

「
患
者
の
窓
口
負
担
の
軽
減

税
金
む
だ
づ
か
い
ゆ
る
さ
れ
な
い

夢洲万博

お
お
さ
か
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表　

藤
永
の
ぶ
よ

識者寄稿

大阪府の
公共事業を
考える

保険で
よい歯科診療を

大阪連絡会大阪連絡会

左から小澤氏、宮本氏、中西氏

右から南端氏、森山氏、戸井氏

左から大椿氏、西川氏、江原氏

大
型
コ
ン
テ
ナ
ト
ラ
ッ
ク
と

Ｉ
Ｒ
工
事
車
と
観
光
バ
ス
で

渋
滞
し
ま
す
。
ト
イ
レ
も
飲

み
水
も
足
り
ま
せ
ん
。
台
風

や
豪
雨
で
は
陸
の
孤
島
に
な

り
ま
す
。「
夢
洲
万
博
」
は

無
理
で
ム
ダ
で
す
。


